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本
資
料
集
は
、
米
軍
占
領
期
に
お
け
る
奄
美
お
よ
び
沖
縄
群
島
の
青
年
団
機
関
誌
・
紙
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
奄
美
・
沖
縄
の
戦
後
史
の
特
徴
は
、
青
年
団
運
動
と

不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
の
奄
美
・
沖
縄
に
お
い
て
、
戦
災
か
ら
の
郷
土
復
興
を
は
じ
め
、
遺
骨
収
拾
運
動
、
祭
事
・
郷
土
芸
能
の
再
生
、
そ
し
て
祖
国

復
帰
運
動
の
中
核
を
担
っ
た
の
は
青
年
た
ち
で
あ
っ
た
。
奄
美
・
沖
縄
の
青
年
団
が
同
時
代
に
先
導
し
た
祖
国
復
帰
運
動
は
、
米
軍
支
配
と
対
峙
し
、
平
和
や
人
権
、
自
由

と
抑
圧
に
か
か
わ
る
人
間
解
放
を
め
ざ
し
た
運
動
と
し
て
ひ
と
き
わ
異
彩
を
放
つ
。
熾
烈
な
復
帰
運
動
を
展
開
す
る
青
年
団
員
の
精
神
的
支
柱
と
さ
れ
た
の
が
、
機
関
誌
・

紙
で
あ
る
。
本
資
料
集
全
４
巻
で
は
、
奄
美
大
島
連
合
青
年
団
『
新
青
年
』（
一
九
五
〇
～
一
九
五
三
年
）
お
よ
び
『
青
年
奄
美
』（
一
九
五
三
年
）、
沖
縄
青
年
連
合
会
『
沖
縄

青
年
』（
一
九
四
九
～
一
九
五
三
年
）、
沖
縄
県
青
年
団
協
議
会
『
沖
縄
青
年
』（
一
九
五
七
～
一
九
六
〇
年
）、
沖
縄
産
業
開
発
青
年
協
会
『
青
年
隊
だ
よ
り
』（
一
九
六
〇
～
一
九
六

一
年
）
の
各
機
関
誌
・
紙
の
ほ
か
に
、
付
録
と
し
て
沖
縄
県
青
年
団
協
議
会
『
十
周
年
記
念　

沖
縄
県
青
年
団
史
』（
一
九
六
一
年
）
を
復
刻
す
る
。
こ
れ
ら
は
主
に
群
島
別

分
割
統
治
時
代
に
発
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
米
軍
検
閲
下
に
あ
っ
た
青
年
団
の
運
動
方
針
や
群
島
各
地
区
の
活
動
状
況
、
文
芸
活
動
の
実
態
の
ほ
か
に
、
奄
美
お
よ
び
沖

縄
群
島
の
政
治
・
生
活
・
文
化
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

島
々
に
お
け
る
祖
国
復
帰
運
動
は
世
界
史
的
に
み
て
も
重
要
な
出
来
事
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
軍
基
地

が
存
在
す
る
沖
縄
の
動
向
に
関
心
が
集
中
し
、奄
美
の
復
帰
運
動
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
十
分
な
注
目
が
集
ま
っ

て
き
た
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
運
動
の
一
翼
を
担
っ
た
奄
美
の
『
新
青
年
』
に
つ
い
て
は
そ
の
価
値
が
問
わ
れ

て
き
た
経
緯
が
あ
る
も
の
の
、
沖
縄
の
『
沖
縄
青
年
』
は
今
日
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
き
て
お
ら
ず
、
当
時

の
青
年
団
の
実
態
を
把
握
す
る
上
で
も
資
料
的
価
値
は
高
い
。
さ
ら
に
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
同
時
代
的
な
動
き

に
沖
縄
産
業
開
発
青
年
隊
の
創
設
が
あ
る
。
米
軍
基
地
建
設
と
土
地
接
収
に
よ
り
働
く
場
を
奪
わ
れ
た
青
年
た
ち

を
「
移
民
青
年
隊
」
と
し
て
海
外
に
送
出
し
て
き
た
沖
縄
産
業
開
発
青
年
隊
は
、
機
関
紙
『
青
年
隊
だ
よ
り
』
を

発
行
し
た
。
こ
れ
は
経
済
的
自
立
と
海
外
雄
飛
を
め
ざ
す
青
年
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
勇
気
づ
け
、
鼓
舞
し
よ
う
と

し
た
の
か
を
知
る
上
で
も
示
唆
に
富
み
、
占
領
期
沖
縄
の
青
年
対
策
・
青
年
教
育
の
内
実
を
知
る
貴
重
な
手
が
か

り
を
示
し
て
い
る
。

米
軍
占
領
期
の
青
年
た
ち
が
、
奄
美
・
沖
縄
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
世
界
に
対
し
て
な
に
を
訴
え
か
け

よ
う
と
し
た
の
か
。
本
資
料
集
の
刊
行
は
、
占
領
期
の
青
年
教
育
、
社
会
教
育
に
接
近
す
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ

ま
で
個
々
独
立
に
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
同
時
代
的
な
奄
美
と
沖
縄
の
青
年
団
運
動
の
行
方
の
解
明
に
資
す
る

も
の
で
あ
る
。
数
々
の
言
説
は
、
青
年
た
ち
の
思
考
と
立
場
の
多
様
な
あ
り
様
を
示
す
と
と
も
に
、
貴
重
な
歴
史

を
語
る
も
の
で
あ
る
。
本
資
料
集
は
、
戦
後
奄
美
・
沖
縄
の
歴
史
、
青
年
団
運
動
、
祖
国
復
帰
運
動
に
関
心
を
寄

せ
る
人
々
に
新
た
な
発
見
を
も
た
ら
す
は
ず
で
あ
る
。

『
占
領
期
奄
美
・
沖
縄
の
青
年
団
資
料
集
』
刊
行
の
辞

編
・
解
説　

山
城
千
秋
（
熊
本
大
学
教
授
）

農
中　

至
（
鹿
児
島
大
学
准
教
授
）



収
録
資
料
紹
介

奄
美
大
島
連
合
青
年
団
　
機
関
誌

『
新
青
年
』『
青
年
奄
美
』

（
一
九
五
〇
年
八
月
～
一
九
五
三
年
一
二
月
）

沖
縄
青
年
連
合
会
　
機
関
誌

『
沖
縄
青
年
』

（
一
九
四
九
年
四
月
～
一
九
五
三
年
三
月
）

沖
縄
県
青
年
団
協
議
会
　
機
関
紙

『
沖
縄
青
年
』

（
一
九
五
七
年
一
〇
月
～
一
九
六
〇
年
六
月
）

奄
美
大
島
連
合
青
年
団
の
機
関
誌
。『
新
青
年
』
は
一
九
五

〇
年
第
四
号
か
ら
一
九
五
三
年
第
二
五
号
ま
で
を
掲
載
し
、
創

刊
号
か
ら
三
号
、
二
六
号
が
未
発
見
で
あ
る
。
一
九
四
九
年
四

月
に
軍
政
府
許
可
と
な
っ
た
奄
美
大
島
・
名
瀬
市
の
新
四
谷

区
青
年
団
機
関
誌
が
母
体
で
あ
る
。

奄
美
大
島
連
合
青
年
団
は
、
奄
美
群
島
全
域
の
青
年
団
の

連
合
組
織
で
あ
り
、
青
年
の
生
活
・
労
働
問
題
に
と
り
く
み
、

祖
国
復
帰
運
動
の
担
い
手
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
機
関
誌
か
ら

は
、
軍
政
府
に
よ
る
食
糧
三
倍
値
上
げ
や
失
業
を
背
景
に
、
生

活
と
権
利
を
守
る
青
年
ら
に
よ
る
運
動
の
実
像
が
浮
か
び
上

が
る
。

奄
美
の
日
本
復
帰
の
年
に
発
行
さ
れ
た
『
青
年
奄
美
』
は
、

一
九
五
三
年
一
二
月
に
創
刊
さ
れ
た
が
、
後
継
の
機
関
誌
は
発

見
さ
れ
て
い
な
い
。
日
本
復
帰
を
目
前
に
発
行
さ
れ
た
本
誌

は
、
祖
国
復
帰
の
喜
び
に
満
ち
て
お
り
、『
新
青
年
』
と
は
対

照
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
興
味
深
さ
が
あ
る
。

沖
縄
青
年
連
合
会
（
沖
青
連
）
の
機
関
誌
。
一
九
四
九
年
六
月
に

創
刊
号
が
刊
行
さ
れ
た
。『
沖
縄
青
年
』
は
、
一
九
五
三
年
三
月
ま
で

の
一
一
冊
と
、
号
外
第
一
号
お
よ
び
特
別
号
を
掲
載
す
る
。「
軍
政
府
、

民
政
府
情
報
課
正
式
認
可
」
と
あ
る
の
は
、
一
九
四
九
年
四
月
の
号

外
第
一
号
で
あ
る
が
、
発
行
許
可
年
月
日
は
不
明
で
あ
る
。

沖
青
連
は
、
沖
縄
群
島
の
連
合
組
織
で
あ
り
、
一
九
四
八
年
一
二

月
に
結
成
さ
れ
、
機
関
誌
の
発
行
を
通
し
て
団
員
の
意
識
向
上
と
組

織
強
化
を
め
ざ
し
た
。祖
国
復
帰
運
動
で
は
、署
名
運
動
と
世
論
調
査
、

祖
国
復
帰
決
起
大
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
沖
青
連
が
復
帰
運
動
を
先

導
し
た
時
期
と
機
関
誌
の
発
行
時
期
は
重
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
、
誌
面
に
は
復
帰
運
動
の
記
述
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
オ
ル
グ
活
動

や
事
業
の
報
告
、
市
町
村
青
年
団
の
活
動
紹
介
、
文
芸
が
主
な
内
容

で
あ
る
。発
行
時
期
の
重
な
る
、奄
美
大
島
連
合
青
年
団
の『
新
青
年
』

と
『
沖
縄
青
年
』
の
比
較
か
ら
同
時
代
の
沖
縄
・
奄
美
の
諸
相
が
明

ら
か
と
な
る
。

沖
縄
県
青
年
団
協
議
会
（
沖
青
協
）
の
機
関
紙
。
一
九
五
七

年
一
〇
月
第
二
号
か
ら
一
九
六
〇
年
六
月
第
一
五
号
ま
で
を

掲
載
し
、
創
刊
号
、
三
号
か
ら
七
号
、
一
三
号
、
十
四
号
が
未

発
見
で
あ
る
。
発
行
許
可
年
月
日
は
不
明
で
あ
る
。

沖
縄
県
青
年
団
協
議
会
は
、
一
九
五
八
年
三
月
に
沖
縄
青

年
連
合
会
か
ら
改
称
さ
れ
た
組
織
で
あ
り
、
本
紙
は
沖
青
連
機

関
誌
『
沖
縄
青
年
』
の
再
刊
と
い
え
る
。

本
紙
発
行
の
時
期
は
、
プ
ラ
イ
ス
勧
告
と
島
ぐ
る
み
闘
争

の
時
代
で
あ
り
、
祖
国
復
帰
促
進
県
民
大
会
、
沖
縄
県
祖
国
復

帰
協
議
会
結
成
な
ど
、
復
帰
運
動
の
機
運
が
一
層
高
ま
り
は
じ

め
る
時
で
あ
る
。
紙
面
を
飾
る
の
は
、
沖
縄
産
業
開
発
青
年
隊

発
足
、
沖
青
連
か
ら
沖
青
協
へ
の
改
称
、
沖
青
協
一
〇
周
年
記

念
式
典
開
催
な
ど
、
占
領
期
特
有
の
多
く
の
重
要
な
出
来
事
で

あ
る
。

↑
「
大
島
民
主
化
と
青
年
団
の
役
割
」（
崎
田
実
芳
）

（『
新
青
年
』
第
四
号
、
一
九
五
〇
年
八
月
）

↑
「
綱
領
」（『
沖
縄
青
年
』
創
刊
号
、
一
九
四
九
年
六
月
）

「
世
界
的
な
文
化
沖
縄
を
建
設
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

↑
『
沖
縄
青
年
』
第
二
号
（
一
九
五
七
年
一
〇
月
）

「
祖
国
復
帰
実
現
に
拍
車
」
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。



社
団
法
人
沖
縄
産
業
開
発
青
年
協
会
　
機
関
紙

『
青
年
隊
だ
よ
り
』

（
一
九
六
〇
年
二
月
～
一
九
六
一
年
一
一
月
）

付
録
　
沖
縄
県
青
年
団
協
議
会
　
発
行

『
十
周
年
記
念
　
沖
縄
県
青
年
団
史
』

（
一
九
六
一
年
）

沖
縄
産
業
開
発
青
年
協
会
（
産
青
協
）
の
機
関
紙
。
産
青

協
は
青
年
の
自
立
対
策
と
し
て
移
民
青
年
隊
を
打
ち
出
し
た

職
業
訓
練
機
関
で
あ
り
、
沖
青
連
を
中
心
に
一
九
五
五
年
に
設

立
さ
れ
た
。

『
青
年
隊
だ
よ
り
』
は
、
機
関
紙
『
沖
縄
青
年
』
の
一
コ
ラ

ム
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
一
九
六
〇
年
か
ら
記
事

を
独
立
さ
せ
単
独
で
発
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
紙
は
、
一
九

六
〇
年
二
月
の
創
刊
号
か
ら
一
九
六
一
年
一
一
月
の
八
号
ま

で
と
号
外
を
掲
載
す
る
。
発
行
許
可
年
月
日
の
ほ
か
、
頒
布
に

関
す
る
詳
し
い
状
況
は
定
か
で
は
な
い
。

紙
面
に
は
、
青
年
隊
で
の
訓
練
の
実
態
や
南
米
で
の
移
民

青
年
隊
の
活
躍
、
理
事
長
の
南
米
視
察
報
告
、
女
子
青
年
隊
の

募
集
情
報
、
文
芸
な
ど
が
掲
載
さ
れ
、
海
外
移
民
を
め
ざ
す
青

年
男
女
に
と
っ
て
の
重
要
な
情
報
源
で
も
あ
っ
た
。

沖
縄
青
年
連
合
会
の
結
成
一
〇
周
年
の
節
目
に
編
集
さ
れ

た
記
念
誌
。
本
誌
は
、
沖
縄
戦
か
ら
の
故
郷
の
再
建
と
異
民
族

支
配
を
拒
否
し
て
平
和
と
民
主
主
義
を
追
及
し
た
青
年
た
ち

の
運
動
の
記
録
で
あ
る
。
編
者
は
、
中
城
村
青
年
会
会
長
お
よ

び
沖
青
協
事
務
局
長
を
務
め
た
新
垣
栄
一
氏
で
あ
る
。

本
書
の
内
容
で
多
く
を
占
め
る
の
は
、
総
会
で
採
択
さ
れ

た
趣
意
書
や
声
明
文
、
決
議
文
、
議
事
録
、
事
業
報
告
な
ど
、

沖
青
連
に
よ
る
公
文
書
群
で
あ
り
、
占
領
期
青
年
団
運
動
の
萌

芽
期
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
記
録
群
で
あ
る
と
い

え
る
。

青
年
団
運
動
の
足
跡
の
み
な
ら
ず
、
市
町
村
青
年
団
お
よ

び
団
員
個
々
人
の
記
録
を
兼
ね
た
内
容
構
成
と
な
っ
て
い
る

ほ
か
、
機
関
誌
・
紙
が
休
刊
し
て
い
た
時
期
や
そ
の
誌
面
に
は

表
れ
て
い
な
い
青
年
団
運
動
の
実
態
も
記
さ
れ
て
い
る
。

本
資
料
集
で
は
、
付
録
と
し
て
占
領
期
の
青
年
団
の
い
わ

ば
通
史
と
も
い
う
べ
き
全
六
〇
〇
頁
に
も
お
よ
ぶ
一
冊
を
復

刻
収
録
し
た
。
本
資
料
集
を
補
完
す
る
格
好
の
一
書
で
あ
る
。

別
冊
　
解
説
・
総
目
次
・
索
引

Ⅰ　

解
説

「
占
領
期
奄
美
・
沖
縄
に
お
け
る
青
年
団
と
機
関
誌
の
関

係
」（
山
城
千
秋
・
農
中
至
）

Ⅱ　

附
表

Ⅲ　

付
録

「
沖
縄
県
青
年
団
協
議
会
『
十
周
年
記
念　

沖
縄
県
青
年

団
史
』
の
位
置
づ
け
」（
山
城
千
秋
）

Ⅳ　

コ
ラ
ム

米
軍
占
領
下
に
お
け
る
琉
米
文
化
会
館
へ
の
視
点

　
（
藤
澤
健
一
）

「
沖
青
連
と
復
帰
運
動
」（
櫻
澤
誠
）

Ⅴ　

総
目
次
（
近
藤
健
一
郎
）

Ⅵ　

索
引
（
山
城
千
秋
・
農
中
至
）

↑
『
青
年
隊
だ
よ
り
』
第
二
号
（
一
九
六
〇
年
四
月
）

「
女
子
青
年
隊
を
設
置
」
と
結
成
式
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

↑
「
沖
縄
県
青
年
団
協
議
会
発
展
年
表
」

巻
末
に
は
二
〇
頁
に
わ
た
る
詳
細
な
年
表
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

◎
原
本
提
供
（
敬
称
略
）

　

奄
美
大
島
教
育
会
館
維
持
財
団
（
松
田
清
文
庫
）、
沖
縄
県

青
年
団
協
議
会
、
沖
縄
大
学
図
書
館
、
沖
縄
県
立
図
書
館
、
沖

縄
県
教
育
庁
文
化
財
課
資
料
編
集
班
、
鹿
児
島
県
立
奄
美
図
書

館
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
、
那
覇
市
歴
史
博
物
館
、
法
政
大
学

沖
縄
文
化
研
究
所
、
村
山
か
つ
江
、
翁
長
良
明

『新青年』第６号表紙カット



第
二
次
世
界
大
戦
後
、
奄
美
大
島
を
含
む
北
緯
三
〇
度
以
南

の
南
西
諸
島
は
、
ア
メ
リ
カ
の
直
接
占
領
下
に
置
か
れ
、
占
領

政
策
と
闘
い
な
が
ら
復
帰
運
動
が
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
は
知
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
だ
が
、
沖
縄
の
復
帰
運
動
の
闘
い

に
つ
い
て
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
奄
美
の
復
帰
運
動
に
つ
い
て

は
、
一
九
五
三
年
と
い
う
早
い
段
階
で
復
帰
し
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
役
割
や
意
義
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
よ
く
知
ら
れ
て
い
な

い
。奄

美
群
島
が
早
く
復
帰
で
き
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
が

少
な
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
復
帰
運
動
が
激
し
か
っ
た
こ

と
が
そ
の
主
た
る
要
因
で
あ
っ
た
。
そ
の
復
帰
運
動
の
幕
を

切
っ
て
落
と
し
た
の
が
、
名
瀬
市
連
合
青
年
団
で
あ
っ
た
。
こ

こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
新
青
年
』
は
、
復
帰
運
動
の
理
論
的

支
柱
と
も
な
っ
た
青
年
団
の
機
関
誌
で
あ
っ
た
。

奄
美
大
島
の
青
年
団
活
動
は
、
一
九
四
六
年
ご
ろ
か
ら
敗
戦

後
の
島
の
復
興
へ
の
取
り
組
み
と
文
化
活
動
か
ら
始
ま
る
。
と

こ
ろ
が
一
九
四
九
年
の
ア
メ
リ
カ
軍
政
府
に
よ
る
食
糧
三
倍
値

上
げ
問
題
と
軍
放
出
物
資
を
め
ぐ
る
汚
職
問
題
は
、
島
民
の
生

活
を
根
源
ま
で
脅
か
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に

対
し
て
、
奄
美
の
青
年
団
は
、
食
糧
値
上
げ
反
対
運
動
と
不
正

追
求
の
先
頭
に
た
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
島
民
の
生
活
苦
を
代
弁

し
て
く
れ
る
組
織
が
青
年
団
で
あ
っ
た
。

こ
の
延
長
線
上
に
復
帰
運
動
が
あ
る
。
青
年
団
と
し
て
軍
事

占
領
に
よ
る
異
民
族
支
配
、
つ
ま
り
祖
国
復
帰
を
問
題
に
せ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
復
帰
運
動
の
先
頭
に
青
年
団

が
立
つ
こ
と
は
、
占
領
軍
の
弾
圧
、
つ
ま
り
投
獄
・
重
労
働
と

闘
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
青
年
団
史
上
、
こ
れ
ほ
ど
権
力

と
対
峙
し
た
例
は
、
他
に
類
を
見
な
い
。
こ
れ
ら
の
経
験
が
沖

縄
の
青
年
団
運
動
に
伝
播
す
る
。
そ
の
記
録
が
、
こ
こ
に
収
録

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
び
の
『
新
青
年
』
復
刻
出
版
に
、
当
事
者
の
一
人
と

し
て
感
謝
と
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
一
九
五
〇
年
に
機
関
誌

の
充
実
と
販
路
拡
大
の
た
め
に
、
知
人
の
勧
め
で
青
年
団
事
務

局
に
勤
め
る
こ
と
に
な
り
、
事
務
局
長
の
実
隆
三
氏
と
、
後
に

夫
と
な
る
編
集
・
発
行
責
任
者
の
﨑
田
実
芳
と
と
も
に
任
務
に

あ
た
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
『
新
青
年
』
は
、
軍
政
府
の
監
視

下
に
置
か
れ
な
が
ら
も
、
青
年
た
ち
が
意
気
軒
昂
と
し
て
祖
国

復
帰
、
民
主
主
義
そ
し
て
平
和
を
主
張
で
き
る
唯
一
の
媒
体
で

し
た
。

本
誌
は
、
青
年
団
を
は
じ
め
婦
人
生
活
擁
護
会
、
労
働
組
合

な
ど
幅
広
い
読
者
を
も
ち
、
沖
縄
や
本
土
に
も
郵
送
し
て
い
ま

し
た
。
本
誌
を
ブ
ラ
ジ
ル
で
読
ん
だ
と
い
う
便
り
を
沖
縄
の
読

者
が
知
ら
せ
て
く
れ
た
こ
と
は
、
編
集
者
の
﨑
田
に
は
深
く
印

象
に
残
っ
た
よ
う
で
す
。

当
時
、
二
十
歳
前
後
の
私
た
ち
青
年
団
は
、
機
関
誌
や
祖
国

復
帰
運
動
を
介
し
て
、
社
会
や
政
治
情
勢
に
つ
い
て
学
ん
だ
も

の
で
す
。
仕
事
の
後
、
女
子
青
年
で
集
ま
り
、
ボ
ー
ル
紙
の
メ

ガ
ホ
ン
を
つ
く
っ
て
「
三
条
撤
廃
・
祖
国
復
帰
」
を
夜
の
街
で

呼
び
か
け
た
り
、
笠
利
村
で
の
立
法
院
議
員
の
不
正
・
や
り
直

し
選
挙
で
は
、
遠
路
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
応
援
に
出
か
け
た
り

し
ま
し
た
。
ま
た
、
米
軍
に
よ
っ
て
集
会
の
制
限
が
あ
る
な
か

で
、青
年
団
で
集
ま
っ
て
は
、ぬ
や
ま
ひ
ろ
し『
恋
愛
論
』や
ゴ
ー

リ
キ
ー
『
母
』
を
テ
ー
マ
に
熱
く
語
っ
た
り
、
高
千
穂
神
社
で

の
断
食
集
会
で
は
、
集
会
の
合
間
に
﨑
田
が
尾
崎
秀
実
の
『
愛

情
は
ふ
る
星
の
ご
と
く
』
を
読
ん
で
聞
か
せ
て
く
れ
た
り
と
、

今
で
も
仲
間
の
顔
が
懐
か
し
く
思
い
浮
か
び
ま
す
。

こ
う
し
た
占
領
下
の
青
年
た
ち
の
島
を
愛
す
る
情
熱
が
『
新

青
年
』
に
は
込
め
ら
れ
て
お
り
、
同
時
に
私
た
ち
の
青
春
の
記

憶
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
復
刻
が
、
記
録
保
存
さ
れ
る
だ

け
で
な
く
、
現
代
の
青
年
た
ち
に
も
読
ま
れ
る
こ
と
を
切
に
願

い
ま
す
。

こ
の
度
、
米
国
占
領
下
の
沖
縄
・
奄
美
の
青
年
運
動
や
諸
活

動
の
実
態
を
知
る
こ
と
の
出
来
る
貴
重
な
記
録
・
証
言
等
の
復

刻
資
料
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
単
な
る
占
領
期
の
若

者
集
団
の
記
録
で
は
な
く
、
戦
争
と
い
う
悲
惨
な
体
験
を
挟
ん

で
展
開
さ
れ
た
組
織
的
で
意
識
的
な
青
年
運
動
の
多
様
な
記
録

で
あ
る
と
い
う
意
味
で
貴
重
な
企
画
と
言
え
よ
う
。

こ
の
復
刻
資
料
は
、
確
か
に
米
占
領
期
に
お
け
る
膨
大
な
経

験
の
一
端
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
は
読
む
人
の
想
像
力
を
掻
き
立
て
膨
ら
ま
せ
る
内
容
を
秘

め
て
い
る
。
悲
惨
な
沖
縄
戦
後
の
生
活
を
め
ぐ
る
活
動
、
そ
れ

に
ま
つ
わ
る
苦
悩
や
希
望
、
そ
し
て
頻
発
す
る
米
軍
に
よ
る
事

件
、
事
故
か
ら
住
民
を
守
る
た
め
に
身
を
挺
し
て
闘
っ
た
こ
と

な
ど
、
こ
れ
ら
の
苦
難
に
果
敢
に
対
峙
し
た
の
は
地
域
の
青
年

団
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
方
で
、
青
年
組
織
と
は
別
で
あ
る
が
、

米
軍
基
地
に
侵
入
し
「
戦
果
」（
米
軍
物
資
の
窃
盗
）
を
挙
げ
る

義
賊
的
な
青
年
達
が
い
た
こ
と
も
事
実
と
し
て
語
ら
れ
て
い

る
。青

年
団
運
動
で
は
特
筆
さ
れ
る
祖
国
復
帰
闘
争
は
、
理
不
尽

な
米
軍
支
配
か
ら
脱
却
し
、
民
主
主
義
と
平
和
憲
法
の
下
へ
帰

る
願
望
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
辺
野
古
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
今
も
重
い
課
題
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
米
軍
支
配
へ
の
激
し

い
抵
抗
運
動
の
一
方
で
、
琉
球
伝
統
芸
能
の
掘
り
起
こ
し
、
収

容
所
の
中
か
ら
住
民
を
鼓
舞
す
る
力
強
い
文
化
活
動
も
青
年
団

が
創
造
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
復
興
へ
の
拠
点
の
一
つ
と

し
て
「
産
業
開
発
青
年
隊
」
の
存
在
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
産
業
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
な
ど
へ
の
移
民
事
業
を
担
い
、
そ
れ
が
同
時
に
米
軍
の
強
制

土
地
接
収
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
沖
縄
の
特
異
性
を
表
わ

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
復
刻
資
料
は
、
勿
論
過
去
の
出
来
事
の
単
な

る
記
録
で
は
な
く
、
現
在
の
沖
縄
・
奄
美
（
琉
球
弧
）
の
問
題

性
を
提
示
す
る
興
味
深
い
資
料
集
と
な
っ
て
い
る
。

推
薦
の
辞

軍
事
占
領
・
異
民
族
支
配
と
闘
っ
た

記
録
と
し
て
の
青
年
団
機
関
誌

想
像
力
を
広
げ
る
青
年
運
動
の
復
刻
資
料

『
新
青
年
』
は
奄
美
青
年
の
青
春
の
記
憶

上
野
景
三
（
西
九
州
大
学
教
授
）

平
良
研
一
（
沖
縄
大
学
名
誉
教
授
）

﨑
田
か
づ
子
（
奄
美
大
島
連
合
青
年
団

元
事
務
局
員
）
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●体　　裁　A４判・B５判・Ａ５判／上製／総 9,964頁
●揃 定 価　431,200円（揃本体 392,000円＋税 10％）
●刊　　行　2017年９月～2019年12月配本完結

『沖縄教育』全39巻・別冊１
●編　　集　『沖縄教育』復刻刊行委員会
●解　　説　藤澤健一・近藤健一郎・梶村光郎・

三島わかな
●体　　裁　B４判・A５判／上製／総 13,966頁
●揃 定 価　627,000円（本体価格 570,000円＋税 10％）
●刊　　行　2009年11月～2015年６月配本完結

編集復刻版

『占領期の奄美・琉球における
教員団体関係史料集成』

全７巻・別冊１
●編　　集　藤澤健一・近藤健一郎・櫻澤誠・高橋順子・

戸邉秀明
●解 説 他　藤澤健一・近藤健一郎・櫻澤誠・高橋順子・

戸邉秀明・田中萌葵
●体　　裁　A４判／上製／総 2,444頁
●定　　価　215,600円（本体価格 196,000円＋税10％）
●刊　　行　2015年12月～2016年７月配本完結

【復刻版】関連書籍のご案内
総約1,900頁


